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   第一節 『殴る』―闘う女の苦しみ― 
   第二節 『荷車』―辛抱する女から復讐する女へ― 
第二章 社会運動内部の葛藤 
   第一節 『非幹部派の日記』―女性社会運動家の成長― 
   第二節 『その人と妻』―社会運動家の妻の悩み― 
第三章 社会運動内部に見る問題点と可能性 
   第一節 『プロレタリヤの星―悲しき愛情』―社会運動の陥穽― 
   第二節 『プロレタリヤの女』―社会運動の可能性― 
第四章 社会主義からの越境 
   第一節 『かういふ女』に見る人間表象の転換―「私」の〈多面性〉― 
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らに、従来の見解とは異なる結論を導く新見に富むものであり、今後の平林たい子研究が本論文の達
成の上に築かれるべきものとなることは間違いない。 
以上の審査結果を総合的に判断し、本審査委員会は、本論文が博士論文としての水準に達している
と評価し、博士（文学）の学位を授与するに値するとの結論を得たことをご報告する。 
 
